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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 2,204 14.8 110 △63.5 106 △64.5 77 △52.9
22年3月期 1,920 28.4 301 △5.0 300 △0.5 165 △7.1

（注）包括利益 23年3月期 76百万円 （△53.8％） 22年3月期 166百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 21.95 21.90 6.9 6.3 5.0
22年3月期 46.52 46.31 15.5 19.8 15.7

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  △2百万円 22年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 1,650 1,114 67.5 320.26
22年3月期 1,742 1,155 66.1 324.00

（参考） 自己資本   23年3月期  1,113百万円 22年3月期  1,152百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 115 △117 △38 196
22年3月期 △166 138 △4 237

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 0.00 ― 17.50 17.50 62 37.6 5.8
23年3月期 ― 0.00 ― 17.50 17.50 60 79.7 5.4
24年3月期(予想) ― 0.00 ― 12.50 12.50 31.1

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 820 5.1 △273 ― △275 ― △170 ― △48.87
通期 2,800 27.0 256 132.7 250 134.9 140 79.9 40.25



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

(注) １株当たり当期純利益（連結）の算定上の基礎となる株式数については、28ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

新規 1社 （社名） COSMOSYSTEMS株式会社 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 3,557,060 株 22年3月期 3,557,060 株
② 期末自己株式数 23年3月期 78,778 株 22年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数 23年3月期 3,545,653 株 22年3月期 3,550,189 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 1,998 4.5 100 △65.8 100 △65.7 65 △59.7
22年3月期 1,912 28.4 292 △1.5 293 2.4 161 △5.8

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期 18.35 18.31
22年3月期 45.49 45.28

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 1,546 1,088 70.4 313.07
22年3月期 1,724 1,140 66.1 320.51

（参考） 自己資本 23年3月期  1,088百万円 22年3月期  1,140百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。業績予想
の背景、前提条件については、３ページの「１．経営成績（1）経営成績に関する分析 2 次期の見通し」をご覧ください。 
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１．経営成績 

(1) 経営成績に関する分析 

①当期の経営成績 

当連結会計年度（平成 22 年４月 1日～平成 23 年３月 31 日）における当社のサービス・製品のユ

ーザーである医療関連機関を取り巻く環境は、依然として厳しい状況が続きました。保険者において

は、景気の低迷を背景とした保険料収入の減少と医療費負担の増大などもあり厳しい財政状況が続き、

病院および保険薬局においては、医療費全体の抑制を目的とした諸施策の浸透を受け、システム投資

については慎重な姿勢を続けております。 

当連結会計年度における当社グループの業績は、ジェネリック医薬品通知サービスが順調に拡大

したことに加え、ＣＯＳＭＯＳＹＳＴＥＭＳ株式会社の子会社化による増収要因があり、製薬会社向

け情報サービスが大幅な減収となったものの、売上高は 22 億４百万円（前期比 14.8％増）となりま

した。 

なお、受注していた大型案件の取引先の検収が第４四半期に集中したため、結果的に第４四半期

における売上高の比率が高くなっております。 

損益面におきましては、製薬会社向け情報サービスの減収と保険者向け情報サービスの販売力強

化のための人員の増加や東京に拠点設置したことなどで販売費及び一般管理費が増加し、営業利益は

１億 10 百万円（前期比 63.5％減）、経常利益は１億６百万円（前期比 64.5％減）となりました。 

また、ＣＯＳＭＯＳＹＳＴＥＭＳ株式会社の子会社化にともない、特別利益に負ののれん発生益

29 百万円、特別損失に事務所移転費用 12 百万円を計上したことなどで、当期純利益は 77 百万円（前

期比 52.9％減）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

イ)医療関連情報事業 

医療関連情報事業の売上高は、21 億 85 百万円(前期比 15.0％増)となりましたが、利益率の高

い製薬会社向け情報サービスの減収と保険者向け情報サービスの販売力強化のための人員の増加

により販売費が増加し、セグメント利益は４億 79 百万円(前期比 22.7％減)となりました。 

医療関連情報事業の売上高は、医療関連情報サービスと医療関連情報システムに区分され、そ

の概要は次のとおりであります。 

 

<医療関連情報サービス> 

保険者向け情報サービスの売上高は、ジェネリック医薬品通知サービスの全国健康保険協会

と国民健康保険からの受注増加により、12 億 55 百万円(前期比 11.0％増)となりました。なお、

ジェネリック医薬品通知サービスの国民健康保険からの新規受注は、44 件となりました。 

一方、製薬会社向け情報サービスは、前期より取引のあった販売予定先との契約が成立しな

かったため、93 百万円(前期比 60.0％減)となりました。 

この結果、医療関連情報サービスの売上高は、13億 49百万円(前期比 1.1％減)となりました。 
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<医療関連情報システム> 

保険薬局向けシステムの売上高は、ＣＯＳＭＯＳＹＳＴＥＭＳ株式会社の子会社化の効果な

どにより４億 40 百万円(前期比 34.3％増)となりました。 

病院向けシステムの売上高は、レセプトチェックシステムの売上高が需要一巡で減少したも

ののＣＯＳＭＯＳＹＳＴＥＭＳ株式会社の販売する電子カルテなどの売上により２億 15 百万円

(前期比 4.2％増) となりました。 

その他の売上高は、当期から開始した医療関連の受託開発などにより、１億 79 百万円となり

ました。 

この結果、医療関連情報システムの売上高は、８億35百万円(前期比56.3％増)となりました。 

 

ロ)その他 

その他の売上高は、過去に販売しておりました医療関連以外のシステムのリプレースなどで 19

百万円（前期比 4.3％減）となり、セグメント利益は０百万円(前期は、１百万円のセグメント損

失)となりました。 

 

 

②次期の見通し 

 医療関連情報サービスの売上高は、ジェネリック医薬品通知サービスに加え重症化予防サービスを

国民健康保険へ拡販することで売上高の増加を見込んでおります。 

また、医療関連情報システムの売上高も、平成 22 年 10 月１日付で子会社化したＣＯＳＭＯＳＹＳ

ＴＥＭＳ株式会社が通期で寄与するため、増加を見込んでおります。 

この結果、次期の売上高は 28 億円（前期比 27.0％増）を予想しております。 

 損益面におきましては、重症化予防サービスの開発費用の増加、保健事業支援システムの改修およ

び機能強化費用、および社内の新基幹システム導入などのコスト増を想定しておりますが、増収によ

り各利益は増加し、営業利益は２億 56 百万円（前期比 132.7％増）、経常利益は２億 50 百万円（前

期比 134.9％増）、当期純利益は１億 40 百万円（前期比 79.9％増）を予想しております。 

 次期においても、医療関連情報サービスは取引先の検収が第３四半期以降になるものが多いため、

次期の業績は下半期に偏重する予想となっております。 

 なお、当業績予想は、本決算短信提出日（平成 23 年５月 10 日）現在で当社が想定した予想数値で

あり、当社の企業規模では、大規模なユーザーとの新たな契約の成立、または想定していた契約の不

成立により、大幅に変動する可能性があります。 

 

(2) 財政状態に関する分析 

①資産、負債および純資産の状況 

・資産の状況 

資産合計の当連結会計年度末の残高は、16 億 50 百万円（前期比 91 百万円減）となりました。 

このうち、流動資産の残高は、仕掛品の減少などで、10 億 31 百万円（前期比１億 96 百万円減）

となりました。 

また、固定資産の残高は、医療関連情報サービスの拡大のための情報機器の設備投資、本社事務所
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の拡張などの有形固定資産の増加などで、６億 19 百万円（前期比１億４百万円増）となりました。 

 

・負債の状況 

負債合計の当連結会計年度末の残高は、５億 36 百万円（前期比 50 百万円減）となりました。 

このうち、流動負債の残高は、短期借入金の増加、未払法人税等の減少などで、４億 19 百万円（前

期比 67 百万円減）となりました。 

また、固定負債の残高は、１億 16 百万円（前期比 16 百万円増）となりました。 

 

・純資産の状況 

純資産合計の当連結会計年度末の残高は、当期純利益の計上があったものの、配当金の支払い、自

己株式の取得などで、11 億 14 百万円（前期比 41 百万円減）となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によって得られ

た資金１億 15 百万円から、投資活動に使用された資金１億 17 百万円と財務活動に使用された資金 38

百万円を差し引いた結果、前連結会計年度末に比べ 40 百万円減少し、当連結会計年度末には１億 96

百万円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によって得られた資金は、１億 15 百万円となりました。これは、税金等調整前当期純利

益１億 19 百万円、減価償却費１億５百万円、売掛金の回収による売上債権の減少１億 41 百万円、ジ

ェネリック医薬品通知サービスの仕掛品が減少したことによるたな卸資産の減少 97 百万円などの資

金の増加要因が、法人税等の支払額１億 99 百万円、仕入債務の減少 81 百万円などの資金の減少要因

を、上回ったことによります。 

 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動に使用された資金は、ソフトウエアの開発による無形固定資産の取得 80 百万円、設備投

資による有形固定資産の取得 58 百万円による支出などにより、１億 17 百万円となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動に使用された資金は、短期借入金の増加１億円がありましたが、配当金の支払い 62 百万

円、自己株式の取得 52 百万円などにより、38 百万円となりました。 
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成 20年 3月期 平成 21年 3月期 平成 22年 3月期 平成 23年 3月期

自己資本比率（％） 59.9 76.3 66.1 67.5

時価ベースの 

自己資本比率（％） 
― 294.0 324.5 126.4

キャッシュ・フロー対有

利子負債比率（年） 
0.4 0.1 － 1.9

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ 
92.5 204.9 － 35.1

自己資本比率 ： 自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ： キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

（注３）キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローを利用しております。 

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対

象としております。 

 

(3) 利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当 

当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題と位置づけ、財務体質の強化および積極的な事業展

開に備えるため必要な内部留保を確保しつつ、業績に対応した配当を行うことを基本方針としておりま

す。 

内部留保は、設備投資、製品の機能強化のためのソフトウエア開発投資などのために使用し、収益力

並びに企業価値の向上に努める所存であります。 

また、中期的な配当方針は、連結配当性向 30％程度を目安として配当を実施することとしておりま

す。 

なお、配当を行う場合は、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本方針として

おります。これらの剰余金の配当の決定機関は、期末配当については、株主総会の決議（基準日は毎年

３月 31 日）、中間配当については、取締役会の決議（基準日は毎年９月 30 日）により行うことができ

る旨を定款で定めております。 

当期の配当につきましては、期末配当として一株当たり 17.50 円（連結配当性向 79.7％）を、予定

しております。なお、連結配当性向につきましては、平成 22 年５月 7 日に発表いたしました一株当た

り配当金から変更していないため、目安としている配当性向より高くなっております。 

次期につきましては、業績が下半期に偏重するため中間配当は見送り、期末配当として一株当たり

12.50 円（連結配当性向 31.1％）を予定しております。 

 

 

(4) 事業等のリスク 

当社グループの経営成績および財政状態に影響をおよぼす可能性のあるリスクの一部を以下で取り
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上げておりますが、全てのリスクを網羅している訳ではありません。当社グループの事業は、現在は未

知のリスク、あるいは現時点では特筆すべき、または重要と見なされていない他のリスクの影響を将来

的に受ける可能性もあります。なお、文中における将来に関する事項は、本決算短信提出日（平成 23

年５月 10 日）現在において当社グループが判断したものであります。 

 

a.保険薬局、病院の経営状態 

当社グループの医療関連情報システムの主な最終ユーザーである病院、保険薬局の経営状態は、必

ずしも良好であるとは言えません。全国公私病院連盟が実施した病院経営実態調査によると、平成

22 年６月の１ヵ月間における黒字病院の比率は 39.4％で、病院経営は厳しい状況で推移しておりま

す。また、保険薬局の経営状態も、薬価差益の減少、大型チェーン店の進出などにより、厳しい状況

となっております。 

病院、保険薬局の経営状態の更なる悪化により、当社の病院向けシステム、保険薬局向けシステム

の販売が伸び悩み、当社グループの業績に影響をおよぼす可能性があります。 

 

b. 健康保険組合の解散 

当社グループの保険者向け情報サービスの主要顧客である健康保険組合は、近年の医療費の増加に

より財政状態が厳しく、組合の解散が続く可能性があり、上位組合までも解散していくような状況に

なった場合、当社グループの業績に影響をおよぼす可能性があります。 

 

c. システム障害 

当社グループは、保険薬局向けシステムにおいては、ＡＳＰによるサービス提供を行うなど情報シ

ステムに依存した事業を展開しております。当社は、システム障害に備え、平成 18 年４月から㈱エ

ヌ･ティ･ティ･データのデータセンターにサーバーをハウジングするなど、必要な対策を行ってまい

りましたが、システム障害によりサービスを提供できなくなる可能性があり、そのようなことが発生

した場合、当社グループの業績に影響をおよぼす可能性があります。 

なお、ＡＳＰは、Application Service Provider の略で、アプリケーションソフトをインターネ

ットを通じて顧客にレンタルする事業者の意味で、当社グループの場合は、保険薬局に Web ブラウザ

などを通じて、当社の保有するサーバーにインストールされた保険薬局向けシステムを利用していた

だいております。 

  

 d. 個人情報保護 

当社グループは医療関連情報サービスのサービス提供、レセプトチェックシステムなどの販売およ

びアフターサービスの提供において、多くの個人情報を取り扱っております。当社は、平成 17 年９

月に「プライバシーマーク」認証を取得済みでありますが、不正や事故などにより個人情報の漏洩が

起こる可能性があり、そのようなことが発生した場合、当社グループの業績に影響をおよぼす可能性

があります。 

 

e. 医療保険制度の改正 

少子高齢化による医療費増加の抑制は、国家レベルの大命題であり隔年で薬価改定と診療報酬改定

が行われるなど、医療制度改革が継続的に実施されております。 

・病院および保険薬局の設備投資意欲の萎縮 

薬価改定と診療報酬改定の内容が病院および保険薬局の経営を圧迫する場合は、病院および保険
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薬局の設備投資意欲の萎縮につながる可能性があり、当社グループの業績に影響をおよぼす可能性

があります。 

・プログラム変更の負担の増加 

プログラム変更による負担の増加を抑えるため、保険薬局向けシステムをＡＳＰシステムへの移

行などの対策を行ってまいりますが、大幅な医療制度の変更が実施され、大量のプログラム変更作

業を余儀なくされれば、当社グループの業績に影響をおよぼす可能性があります。 

 

f. 特定の取引先に対する依存 

最近２連結会計年度における、株式会社エヌ･ティ･ティ･データおよび株式会社ＮＴＴデータ・ア

イに対する、売上高および当該売上高の総売上高に対する割合は次のとおりであり、販売割合が高く

なっております。 

なお、株式会社ＮＴＴデータ・アイは、株式会社エヌ･ティ･ティ･データの子会社であります。 

株式会社エヌ･ティ･ティ･データに対する売上高は、主にジェネリック医薬品通知サービスなどの

保険者向け情報サービスおよび製薬会社向け情報サービスであります。 

当社グループといたしましては、独自性の高い他の追随を許さないサービスおよび製品を提供する

など、今後も取引の継続性や安定性を確保できるように努めてまいりますが、株式会社エヌ･ティ･

ティ･データの経営施策や取引方針の変更によっては、当社グループの業績に影響をおよぼす可能性

があります。 

また、当社は、医療関連情報事業において、株式会社エヌ･ティ･ティ･データと様々な業務提携の

契約を締結し、営業活動を株式会社エヌ･ティ･ティ･データと協同で行っております。当社と株式会

社エヌ･ティ･ティ･データは良好な関係を保っておりますが、これらの契約が更新されなかった場合、

および当社に不利に更新された場合は、当社グループの業績および今後の事業展開に影響をおよぼす

可能性があります。 

 

        期別 

 

 得意先 

前連結会計年度 当連結会計年度 

金額 構成比 金額 構成比 

  千円 ％ 千円 ％ 

㈱エヌ･ティ･ティ･デ

ータ 
1,318,089 68.6 1,028,840 46.7 

㈱ＮＴＴデータ・アイ 36,110 1.9 416,866 18.9 

 

g. 競合他社の参入 

当社グループの医療関連情報サービスの市場は今後拡大を続けていくと想定しておりますが、当

社のビジネスモデルと同様のビジネスモデルを掲げる競合企業が現れる可能性があります。 

当社グループは、医療関連データベースおよびレセプトＯＣＲ変換技術の低コストによるサービ

ス提供と保健事業支援システムにより、他社との差別化を図り継続的な事業成長に努めております

が、同様のビジネスモデルを掲げる競合他社の参入により当社の優位性が失われた場合は、当社グ

ループの業績および今後の事業展開に影響をおよぼす可能性があります。 
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h. 価格競争の激化 

当社グループの医療関連情報システムのユーザーである病院ならびに保険薬局の数は、今後増加

することが期待できないため、競合他社との価格競争が激化する可能性があります。 

当社グループは、製品の他社との差別化を図りシェア拡大を目指してまいりますが、競合他社と

の価格競争が激化した場合は、当社グループの業績および今後の事業展開に影響をおよぼす可能性

があります。 

 

i. 人材の確保 

現在、情報産業業界においては優秀な人材の確保が難しい状況であり、積極的な求人活動および

フィリピンにプログラム開発のための子会社を設立するなどの対応を行ってまいりました。 

しかしながら、当社が必要な人材獲得を目標どおりできない場合、また、優秀な従業員が退職す

るなどの事態が発生した場合には、製品開発の遅れや売上計画の未達、残業時間の増加や人材の採

用などに伴う経費の増加により、当社グループの業績および今後の事業展開に影響をおよぼす可能

性があります。 

 

j. ジェネリック医薬品の副作用および事故 

ジェネリック医薬品は、先発医薬品でその有効性と安全性が一定期間にわたって確認された使用

実績に加え、再審査を受けた後に発売されますので、基本的には未知の重篤な副作用が発生するリ

スクは極めて小さいものですが、予期せぬ新たな副作用の発生や製品に不純物が混入するなどの事

故などが発生する可能性があり、ジェネリック医薬品の認知度が欧米にくらべ低い現状では、ジェ

ネリック医薬品業界全体の販売に影響を与える可能性があります。 

この様な事態になった場合には、当社グループの業績に影響をおよぼす可能性があります。 
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２．企業集団の状況 

 当社グループは、当社（株式会社データホライゾン）、子会社 3社と関連会社 1社により構成されてお

り、医療関連情報事業として、医療関連情報サービス（主に保険者向け情報サービスとして、ジェネリッ

ク医薬品通知サービスなどのレセプトの分析結果に基づくサービス）の開発・提供・販売、医療関連情報

システム（主に保険薬局向けシステム）の開発・販売を行っております。 

 なお、株式会社ＤＰＰヘルスパートナーズを、平成 22 年 12 月６日に設立し、重症化予防サービスを開始

しております。 

 また、ＣＯＳＭＯＳＹＳＴＥＭＳ株式会社を平成 22 年 10 月 1日に子会社化し、医療関連情報システムの販

売力を強化しております。 

事業系統図は次の通りです。 

 

 

 

※１．前連結会計年度において連結子会社であった㈱医療情報研究所は、平成 22 年 12 月 14 日に清算結了して

おります。  

２．㈱イーメディカル（連結子会社）は、平成 23年 4 月 1日より営業を休止しているため、上記の事業系統

図に記載しておりません。 

３．㈱ＤＰＰヘルスパートナーズ（関連会社）は、持分法適用会社です。 

 

 

㈱データホライゾン（当社）

COSMOSYSTEMS㈱
（連結子会社）

販売代理店（医療総合商社および医療システムベンダー等）

顧客（保険者、保険薬局、病院等）

DATA HORIZON PHILS, INC.
（連結子会社）

ソフトウェアの制作

業務提携先
（ ㈱エヌ･ティ･ティ･データ）

医療関連情報システムの販売

業務提携

医療関連情報システムの販売
およびアフターサービス

医療関連情報サービスの
提供

仕入先

医療関連情報システムの販売
およびアフターサービス

ハードウエア、
データの仕入

プログラム作成、
データ入力の外注

医療関連情報サービス、シ
ステムの販売、 およびア フ
ターサービス

㈱ＤＰＰヘルス
パートナーズ
（関連会社）

分析データ

重症化予防サービ
スの患者への指導

医療関連情報システムの販売
およびアフターサービス
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３．経営方針 

(1)会社の経営の基本方針 

当社グループは、「感謝・感恩・感動の三感を源にして、縁ある方々の期待を超える感動の流れを生み出

し、社会の進化と未来の環境に貢献し続ける」ことを経営理念として掲げております。 

この理念のもと、医療関連データベースをコア・コンピタンスとした、医療関連情報のサービスと製品を

通して、日本の医療費の適正化のみならず、国民の健康増進（Quality of Life）に貢献することを経営の

基本方針としております。 

    

(2)目標とする経営指標 

当社グループは、成長過程にあり売上規模の拡大が必要と認識しており、高収益体質を確保しながらの

拡大を目指しております。このため、当面の目標とする経営指標としては、売上高経常利益率の維持を掲

げております。 

 

(3)中長期的な会社の経営戦略 

中長期的に増収・増益を目指すために、医療関連情報サービスでは、ジェネリック医薬品通知サービスの

シェアの拡大を図るとともに、同サービスに続くレセプトの分析データを基にした新サービスである重症化

予防サービスの提供を拡大します。 

また、医療関連情報システムでは、当社の主力製品（ぶんぎょうめいと）の販売子会社であるＣＯＳＭＯ

ＳＹＳＴＥＭＳ株式会社の営業力の強化を図ります。 

 

 

(4)会社の対処すべき課題 

医療を取り巻く環境が変化していくなか、中長期的な経営戦略に基づき当社グループが長期的に発展し

ていくための対処すべき課題は、①レセプトに関する強みを活かした事業の展開、②パッケージシステム

を、基盤事業として安定化、③医療関連データベースの品質向上、と認識し次のとおり取り組んでおりま

す。 

 

① レセプトに関する強みを活かした事業の展開 

医療費の適正化のニーズが高まる中で、レセプトに関する強みを活かした事業を展開し、社会に貢

献すると同時に、当社グループの更なる発展を目指します。 

レセプトに関する強みは、画像レセプトの効率的なコード化能力、レセプト情報の高度な分析能力

（注）および処理能力の高さであり、これらの強みを活かした事業を展開する中で、次の５つの課題

に取り組みます。 

（注）医療費分解解析装置、医療費分解解析方法およびコンピュータプログラムに関する特許（特許

第 4312757 号） 

    当特許により、レセプトに記載された複数の疾病に対応する医薬品や診療行為について、い

ずれの疾病に対応するかを特定することができ、疾病毎の医療費を正確かつ効率的に把握す

ることが可能となります。 

・全国健康保険協会向けサービスの長期継続化 

ジェネリック医薬品通知サービスに加えて保健事業支援サービスの実施を提案し、長期継続する発

展的な事業を目指します。 

・既存健康保険組合の継続化 
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保健事業支援サービスを提案し、ジェネリック医薬品通知サービスから保健事業への転換によるサ

ービスの長期継続化を目指します。 

・国民健康保険、健康保険組合からの新規受注 

国民健康保険向けにジェネリック医薬品通知サービス、重症化予防サービスを中心とした保健事業

支援サービスを中四国地区から開始し、全国に向け都道府県単位の波及を目指します。また、健康保

険組合向けには、柔軟な対応を行うことで、サービス提供機会の拡大を図り、事業規模を拡大させま

す。 

・新事業の推進 

ジェネリック医薬品通知サービスに続く、レセプト情報を活用した次期サービスとして、病気の重

症化を防ぐ重症化予防サービスを保健事業支援サービスの新事業として開始しました。 

今後、サービス内容の拡充を図るとともに、新規事業に必要な患者への指導を行うために平成 22

年度に設立した株式会社ＤＰＰヘルスパートナーズ（関連会社）を、早期に軌道に乗せ安定的な事業

拡大を目指し、医療費の適正化と健康増進に貢献します。 

 

② パッケージシステムを、基盤事業として安定化 

変化する市場に合致した体制を構築し、商品群の再編を進めることにより、パッケージシステム販売

の売上規模を維持し、基盤事業として安定化を図ります。 

・保険薬局向けシステム 

主力製品（ぶんぎょうめいと）の販売子会社であるＣＯＳＭＯＳＹＳＴＥＭＳ株式会社の営業力強

化による売上高の増加、効率化による収益力の強化などのシナジ－効果を発揮していきます。 

また、お客様のニーズに応えるために販売代理店への支援を継続し、販売体制を強化します。 

 

③ 医療関連データベースの品質向上 

・医療関連データベース開発体制の強化により、医療関連データベースの品質を更に高め、維持すると

ともに、活用実績により当社のデータベースの社会的評価を高めます。 

 

 (5)その他、会社の経営上重要な事項 

   該当事項はありません。 
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 237,943 196,969

売掛金 818,580 750,629

商品 － 2,123

仕掛品 108,105 14,314

原材料及び貯蔵品 6,975 11,905

繰延税金資産 37,039 25,018

その他 24,575 35,373

貸倒引当金 △4,846 △4,849

流動資産合計 1,228,371 1,031,484

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 102,424 132,160

減価償却累計額 △56,617 △57,896

建物及び構築物（純額） 45,807 74,264

機械装置及び運搬具 18,018 16,791

減価償却累計額 △14,385 △15,136

機械装置及び運搬具（純額） 3,633 1,655

工具、器具及び備品 159,147 200,317

減価償却累計額 △66,470 △96,288

工具、器具及び備品（純額） 92,677 104,029

土地 － 6,360

有形固定資産合計 142,117 186,308

無形固定資産   

ソフトウエア 150,790 166,966

ソフトウエア仮勘定 557 －

のれん 6,230 4,696

その他 404 792

無形固定資産合計 157,981 172,454

投資その他の資産   

投資有価証券 15,692 ※1  29,978

出資金 34,681 34,631

長期預け金 63,884 70,881

繰延税金資産 83,915 90,362

その他 16,003 34,561

投資その他の資産合計 214,176 260,413

固定資産合計 514,274 619,175

資産合計 1,742,646 1,650,659
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 99,989 78,508

短期借入金 － 100,000

1年内返済予定の長期借入金 6,437 6,437

未払金 32,625 41,930

未払費用 67,866 67,086

リース債務 17,108 22,839

未払法人税等 184,695 25,360

賞与引当金 36,482 45,324

その他 41,924 32,124

流動負債合計 487,125 419,608

固定負債   

長期借入金 17,417 10,980

リース債務 70,767 74,562

退職給付引当金 11,857 31,073

固定負債合計 100,041 116,616

負債合計 587,167 536,224

純資産の部   

株主資本   

資本金 454,200 454,200

資本剰余金 154,200 154,200

利益剰余金 544,221 559,793

自己株式 － △52,485

株主資本合計 1,152,621 1,115,707

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,312 △103

為替換算調整勘定 △1,460 △1,638

その他の包括利益累計額合計 △148 △1,741

少数株主持分 3,007 469

純資産合計 1,155,479 1,114,435

負債純資産合計 1,742,646 1,650,659
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 1,920,266 2,204,925

売上原価 897,762 1,242,272

売上総利益 1,022,504 962,653

販売費及び一般管理費 721,347 852,621

営業利益 301,157 110,032

営業外収益   

受取利息 62 34

受取配当金 308 312

助成金収入 － 2,386

雑収入 290 1,745

その他 2 11

営業外収益合計 662 4,488

営業外費用   

支払利息 1,288 3,308

為替差損 310 971

持分法による投資損失 － 2,814

その他 149 979

営業外費用合計 1,746 8,072

経常利益 300,072 106,448

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 1,010

負ののれん発生益 － 29,679

特別利益合計 － 30,689

特別損失   

固定資産除却損 20,552 694

減損損失 － 3,753

投資有価証券評価損 － 610

事務所移転費用 － 12,587

特別損失合計 20,552 17,644

税金等調整前当期純利益 279,520 119,493

法人税、住民税及び事業税 182,421 16,283

法人税等調整額 △68,021 24,920

法人税等合計 114,399 41,203

少数株主損益調整前当期純利益 － 78,290

少数株主利益又は少数株主損失（△） △23 469

当期純利益 165,144 77,821
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（連結包括利益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － 78,290

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － △1,415

為替換算調整勘定 － △182

その他の包括利益合計 － ※2  △1,598

包括利益 － ※1  76,692

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 76,228

少数株主に係る包括利益 － 464
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 451,800 454,200

当期変動額   

新株の発行 2,400 －

当期変動額合計 2,400 －

当期末残高 454,200 454,200

資本剰余金   

前期末残高 151,800 154,200

当期変動額   

新株の発行 2,400 －

当期変動額合計 2,400 －

当期末残高 154,200 154,200

利益剰余金   

前期末残高 379,077 544,221

当期変動額   

剰余金の配当 － △62,249

当期純利益 165,144 77,821

当期変動額合計 165,144 15,572

当期末残高 544,221 559,793

自己株式   

前期末残高 － －

当期変動額   

自己株式の取得 － △52,485

当期変動額合計 － △52,485

当期末残高 － △52,485

株主資本合計   

前期末残高 982,677 1,152,621

当期変動額   

新株の発行 4,800 －

剰余金の配当 － △62,249

当期純利益 165,144 77,821

自己株式の取得 － △52,485

当期変動額合計 169,944 △36,913

当期末残高 1,152,621 1,115,707

㈱データホライゾン　(3628)　平成23年３月期　決算短信

16



（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 371 1,312

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 941 △1,415

当期変動額合計 941 △1,415

当期末残高 1,312 △103

為替換算調整勘定   

前期末残高 △1,500 △1,460

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 39 △177

当期変動額合計 39 △177

当期末残高 △1,460 △1,638

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 △1,128 △148

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 980 △1,593

当期変動額合計 980 △1,593

当期末残高 △148 △1,741

少数株主持分   

前期末残高 3,041 3,007

当期変動額   

連結子会社株式の取得による持分の増減 － △3,002

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △34 464

当期変動額合計 △34 △2,538

当期末残高 3,007 469

純資産合計   

前期末残高 984,589 1,155,479

当期変動額   

新株の発行 4,800 －

剰余金の配当 － △62,249

当期純利益 165,144 77,821

自己株式の取得 － △52,485

連結子会社株式の取得による持分の増減 － △3,002

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 946 △1,129

当期変動額合計 170,889 △41,044

当期末残高 1,155,479 1,114,435
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 279,520 119,493

減価償却費 163,709 105,579

減損損失 － 3,753

のれん償却額 3,895 1,534

負ののれん発生益 － △29,679

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,654 △998

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,921 △7,640

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,142 △848

受取利息及び受取配当金 △370 △346

為替差損益（△は益） 63 －

支払利息 1,288 3,308

有形固定資産除却損 68 694

無形固定資産除却損 20,484 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 610

持分法による投資損益（△は益） － 2,814

売上債権の増減額（△は増加） △612,521 141,734

たな卸資産の増減額（△は増加） △37,904 97,518

仕入債務の増減額（△は減少） 58,286 △81,774

その他 35,551 △37,736

小計 △75,213 318,017

利息及び配当金の受取額 859 346

利息の支払額 △1,271 △3,280

法人税等の支払額 △90,961 △199,885

営業活動によるキャッシュ・フロー △166,587 115,197

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の増減額（△は増加） 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △7,520 △58,656

無形固定資産の取得による支出 △37,240 △80,099

関係会社株式の取得による支出 △10,000 △22,971

定期預金の払戻による収入 100,000 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

－ 53,995

敷金及び保証金の差入による支出 － △5,017

敷金の回収による収入 － 2,421

その他 △6,896 △6,896

投資活動によるキャッシュ・フロー 138,344 △117,224

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 100,000

長期借入金の返済による支出 △6,437 △6,437

株式の発行による収入 4,800 －

自己株式の取得による支出 － △52,485

配当金の支払額 － △62,249

リース債務の返済による支出 △2,796 △17,535

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,432 △38,706
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 26 △241

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △32,648 △40,974

現金及び現金同等物の期首残高 270,591 237,943

現金及び現金同等物の期末残高 237,943 196,969
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(5) 継続企業の前提に関する注記 

  該当事項はありません。 

 

(6) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
  至 平成23年３月31日） 

１．連結の範囲に関する事項 

連結子会社の数  ３社 

連結子会社の名称 

ＣＯＳＭＯＳＹＳＴＥＭＳ株式会社 

株式会社イーメディカル 

DATA HOROZON PHILS,INC. 

上記のうち、ＣＯＳＭＯＳＹＳＴＥＭＳ株式会社については、当連結会計年度において株式取得にともな

い、連結の範囲に含めております。 

なお、前連結会計年度において連結子会社でありました株式会社医療情報研究所は清算したため、連結の

範囲から除いております。 

 

２．持分法の適用に関する事項 

持分法適用の関連会社数  １社 

会社名 

株式会社ＤＰＰヘルスパートナーズ 

   株式会社ＤＰＰヘルスパートナーズは、新規設立にともない、当連結会計年度より持分法の適用範囲に含

めております。 

 

 

なお、上記連結の範囲に関する事項、持分法の適用に関する事項以外の事項につきましては、最近の有価証

券報告書(平成 22 年６月 28 日提出)における「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」から重要な

変更がないため開示を省略しております。 

 

 (7) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
  至 平成23年３月31日） 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

   当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基準」 （企業会計基準第 18 号 平成 20 年３月 31 日)

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」 （企業会計基準摘要指針第 21 号 平成 20 年３月 31

日)を適用しております。 

これによる損益への影響はありません。 

（企業結合に関する会計基準等への適用） 

当連結会計年度より、「企業結合に関する会計基準」 （企業会計基準第 21 号 平成 20 年 12 月 26 日)、

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第 22 号 平成 20 年 12 月 26 日)及び「企業結合会計基

準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」 （企業会計基準摘要指針第 10 号 平成 20 年 12 月 26 日)

を適用しております。 

 

(8) 表示方法の変更 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
  至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基準」 （企業会計基準第 22 号 平成 20 年 12 月 26 日)

に基づき、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」 （平成 21

年３月 24 日 内閣府令第５号)を適用し、「少数株主損益調整前当期純利益」の科目で表示しております。
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(9) 追加情報 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
  至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基準」 （企業会計基準第 25 号 平成 22 年６月 30

日)を適用しております。ただし、「その他の包括利益累計額」および「その他の包括利益累計額合計」の

前連結会計年度の金額は、「評価・換算差額等」および「評価・換算差額等合計」の金額を記載しておりま

す。 
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(10) 連結財務諸表に関する注記事項 

（連結貸借対照表関係） 

当連結会計年度(自 平成 22 年４月１日 至 平成 23 年３月 31 日) 

※１ 関連会社に対するものは次のとおりであります。 

投資有価証券(株式) 17,186 千円

 

（連結包括利益計算書関係） 

当連結会計年度(自 平成 22 年４月１日 至 平成 23 年３月 31 日) 

※１ 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

親会社株主に係る包括利益 166,124 千円

少数株主に係る包括利益 △30 千円

計 166,093 千円

※２ 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

その他有価証券評価差額金 941 千円

為替換算調整勘定 32 千円

計 972 千円

 

 

（セグメント情報等） 

セグメント情報 

当連結会計年度(自 平成 22 年４月１日 至 平成 23 年３月 31 日) 

 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社グループの事業セグメントは、当社の主力事業である「医療関連情報事業」と「その他」に区

分され、「医療関連情報事業」を報告セグメントとしております。 

 「医療関連情報事業」は、当社で制作している医療関連データベースを利用したソフトウエアを開

発し、このソフトウエアを利用したサービスを保険者及び製薬会社に提供する医療関連情報サービス

と、ソフトウエアを製品として保険薬局及び病院に販売する医療関連情報システムで構成されており

ます。 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、その他の項目の金額の算定方法 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 
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３．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、その他の項目の金額に関する事項 

 前連結会計年度(自 平成 21 年４月１日 至 平成 22 年３月 31 日) 

(単位：千円) 

 報告セグメン

ト その他 

(注)１ 
合計  

調整額 

(注)２ 

連結財務諸表

計上額 

(注)３ 
医療関連 

情報事業 

売上高   

外部顧客への売

上高 

1,899,560 20,706 1,920,266 － 1,920,266

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

－ － － － －

計 1,899,560 20,706 1,920,266 － 1,920,266

セグメント利益 620,008 △1,056 618,952 △317,795 301,157

セグメント資産 1,173,462 10,547 1,184,008 558,637 1,742,646

その他の項目 

減価償却費 

 

152,806 － 152,806

 

10,903 163,709

有形固定資産お

よび 

無形固定資産の

増加額 

130,602 － 130,602 2,176 132,778
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当連結会計年度(自 平成 22 年４月１日 至 平成 23 年３月 31 日) 

(単位：千円) 

 報告セグメン

ト その他 

(注)１ 
合計  

調整額 

(注)２ 

連結財務諸表

計上額 

(注)３ 
医療関連 

情報事業 

売上高   

外部顧客への売

上高 

2,185,111 19,814 2,204,925 － 2,204,925

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

－ － － － －

計 2,185,111 19,814 2,204,925 － 2,204,925

セグメント利益 479,351 735 480,086 △370,054 110,032

セグメント資産 1,081,956 7,580 1,089,536 561,124 1,650,659

その他の項目 

減価償却費 

持分法適用会社

への投資額 

 

95,466 

17,186 

－

－

95,466

17,186

 

10,113 

－ 

105,579

17,186

有形固定資産お

よび 

無形固定資産の

増加額 

140,304 － 140,304 26,978 167,282

(注)１. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療関連以外

のシステムのリプレース等を含んでおります。 

 

２．調整額の内容は、以下のとおりであります。 

セグメント利益                          (単位：千円) 

※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

セグメント資産                          (単位：千円) 

 

※全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない本社建物等の設備投資額であります。 

 前連結会計年度 当連結会計年度 

全社費用※ △317,795 △370,054 

合計 △317,795 △370,054 

 前連結会計年度 当連結会計年度 

全社資産※ 558,637 561,124 

合計 558,637 561,124 
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減価償却費                            (単位：千円) 

 

 

 

有形固定資産および無形固定資産の増加額              (単位：千円) 

 

 

 

 

３．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。 

 

関連情報 

当連結会計年度(自 平成 22 年４月１日 至 平成 23 年３月 31 日) 

 

１．製品及びサービスごとの情報 

セグメント情報の中で同様の情報が開示されているため、記載を省略しております。 

 

２．地域ごとの情報 

(1)売上高 

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。 

 

(2)有形固定資産 

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の 90％を超え

るため、記載を省略しております。 

 

３．主要な顧客ごとの情報 

(単位：千円) 

顧客の名称または氏名 売上高 関連するセグメント名 

㈱エヌ・ティ・ティ・データ 1,028,840 医療関連情報事業 

㈱ＮＴＴデータ・アイ 416,866 医療関連情報事業 

 

報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する事項 

当連結会計年度(自 平成 22 年４月１日 至 平成 23 年３月 31 日) 

(単位：千円) 

 
報告セグメント 

その他 全社・消去 合計 
医療関連情報事業

減損損失 3,753 － － 3,753 

 

 

 前連結会計年度 当連結会計年度 

全社資産に係るもの 10,903 10,113 

合計 10,903 10,113 

 前連結会計年度 当連結会計年度 

全社資産に係るもの 2,176 26,978 

合計 2,176 26,978 
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報告セグメントごとののれんの償却額および未償却残高に関する事項 

当連結会計年度(自 平成 22 年４月１日 至 平成 23 年３月 31 日) 

(単位：千円) 

 
報告セグメント 

その他 全社・消去 合計 
医療関連情報事業

当期償却額 1,534 － － 1,534 

当期末残高 4,696 － － 4,696 

 

報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する事項 

当連結会計年度(自 平成 22 年４月１日 至 平成 23 年３月 31 日) 

「医療関連情報事業」セグメントにおいて、ＣＯＳＭＯＳＹＳＴＥＭＳ株式会社の全株式を取得いた

しました。 

なお、当該事象等による負ののれん発生益の計上額は、当連結会計年度においては 29,679 千円で

あります。 

 

（追加情報） 

 当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第 17 号 平成 21

年３月 27 日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

20 号 平成 20 年３月 21 日)を適用しております。 

 

（企業結合等関係） 

当連結会計年度(自 平成 22 年４月１日 至 平成 23 年３月 31 日) 

取得による企業結合  

 当社が、平成 22 年 10 月１日付にて成和産業株式会社との間で締結いたしました株式譲渡契約に基

づき、ＣＯＳＭＯＳＹＳＴＥＭＳ株式会社の全株式を、同日取得いたしました。これにともない、Ｃ

ＯＳＭＯＳＹＳＴＥＭＳ株式会社は、当社の連結子会社となっております。 

 

１．企業結合の概要 

 (1)被取得企業の名称及びその事業の内容 

   被取得企業の名称 ＣＯＳＭＯＳＹＳＴＥＭＳ株式会社 

   事業の内容 コンピュータ及びソフトウエアの販売ならびに総販売元事業の受託 

 (2)企業結合を行った主な理由  

   保険薬局向けシステム分野における業務の効率化を図るとともに、市場のニーズをいち早く

開発にフィードバックし競争力を高めるため 

 (3)企業結合日 

   平成 22 年 10 月１日  

 (4)企業結合の法的形式ならびに結合後企業の名称 

   企業結合の法的形式 現金を対価とする株式取得 

   結合後企業の名称 ＣＯＳＭＯＳＹＳＴＥＭＳ株式会社 
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(5)取得した議決権比率 

   100.0％ 

 (6)取得企業を決定するに至った主な根拠 

   当社による現金を対価とする株式取得であること。 

 

２．連結財務諸表に含まれる被取得企業の業績の期間 

  平成 22 年 10 月１日から平成 23 年３月 31 日まで 

 

３．被取得企業の取得原価及びその内訳 

取得の対価  現金及び預金 84,606 千円  

取得に直接要した費用 アドバイザリー費用等  4,889 千円  

取得原価   89,494 千円  

 

４．負ののれん発生益の金額及び発生原因                     

 (1)負ののれん発生益の金額  

   29,648 千円  

 (2)発生原因  

   企業結合時の時価純資産が取得原価を上回ることにより発生しております。 

 

 

５．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳 

流動資産  272,402 千円

固定資産  21,006 千円

資産合計 293,407 千円

流動負債 154,200 千円

固定負債  20,065 千円

負債合計  174,265 千円

 

６．企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度に係る連結

損益計算書に及ぼす影響の概算額  

売上高  296,616 千円

経常利益  60,042 千円

当期純利益  33,838 千円

 

(概算金額の算定方法) 

企業結合が当連結会計年度開始の日に完了したと仮定して算定された売上高および損益情報

と取得企業の連結損益計算書における売上高および損益情報との差額を影響の概算額としてお

ります。 

なお、当該注記は、監査証明を受けておりません。  
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（１株当たり情報） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
  至 平成23年３月31日） 

１株当たり純資産額 
320.26 円

１株当たり当期純利益金額 

21.95 円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 

21.90 円

（注）１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期 

純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

 
当連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 
  至 平成23年３月31日） 

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益（千円） 77,821 

普通株主に帰属しない金額（千円） － 

普通株式に係る当期純利益（千円） 77,821 

期中平均株式数（千株） 3,545 

    

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金

額 
  

普通株式増加数（千株） ７ 

（うち新株予約権） （   ７） 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
 
 

 

上記以外に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるた

め開示を省略しております。 
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５．その他 

 販売の状況 

当連結会計年度の販売実績をサービス・製品の区分ごとに示すと、次のとおりであります。 

 

販売高

(千円)

構成比

(％)

販売高

(千円)

構成比

(％)

金額

(千円)

増減率

(％)

 ジェネリック医薬品通知サービス 1,075,219 56.0 1,224,591 55.5 149,371 13.9

 その他保険者向けサービス 56,320 2.9 31,347 1.4 △24,973 △ 44.3

保険者向け情報サービス 1,131,539 58.9 1,255,937 57.0 124,398 11.0

製薬会社向け情報サービス 233,200 12.1 93,281 4.2 △139,919 △ 60.0

医療関連情報サービス 1,364,739 71.1 1,349,218 61.2 △15,521 △ 1.1

保険薬局向けシステム 327,912 17.1 440,544 20.0 112,631 34.3

病院向けシステム 206,909 10.8 215,587 9.8 8,678 4.2

その他 - - 179,763 8.2 179,763 -

医療関連情報システム 534,821 27.9 835,893 37.9 301,072 56.3

1,899,560 98.9 2,185,111 99.1 285,551 15.0

20,706 1.1 19,814 0.9 △893 △ 4.3

1,920,266 100.0 2,204,925 100.0 284,659 14.8

　その他

合計

　医療関連情報事業

（サービス・製品別売上高）

サービス・製品の名称

前連結会計年度

増　減自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日

当連結会計年度

自　平成22年４月１日

至　平成23年３月31日
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